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　調布｢憲法ひろば｣は2月23日(金･休) 13:30～､たづくり1001会議室で､アジア･アフリカ研究所理事の平井文子さん(写真右)をお招きし､第198回例会を開きました。司会は石山久男世話人(写真左)、記録は佐藤定夫さんにお願いしました。参加はZOOM視聴9人を含め67人でした。　 (編集部)
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　講師の平井さんは「ハマスの奇襲攻撃」はその戦術が適切・有効であったかは別としてイスラエルの抑圧に対するレジスタンス「パレスチナの民族解放闘争の一局面」であり57年にわたるイスラエルのパレスチナ不法占拠、16年に及ぶガザの封鎖と抑圧が生み出したものであることを見失わないようにしようと講演しました。会場いっぱいの参加者が、ガザ・ジェノサイドに対する怒りの大きさ、広がりを実感させました。





非対称な戦争





　２０２３年10月７日に始まったイスラエル-ガザ戦争は、ガザの死者２万９１９５人、負傷者約７万人を生みながら４か月以上も続いている（２月20日現在）。イスラエルは国連などのあらゆる停戦要求を無視して「ハマス殲滅」を言い続ける。ハマスの奇襲(死者１２００～１４００人。人質２３０人)に対する報復と称するイスラエルの攻撃は、明らかに度を越しており、「非対称な戦争」というしかない。





ガザのフェンスへの平和的抗議の圧殺





　２０１８年にパレスチナの一青年アハマドはＳＭＳに「行きたいところへ鳥のように自由に行くことは人間の権利ではないだろうか」という詩を書き、ガザを包囲するフェンスの両側から抗議の声をあげようと呼びかけた。フェンスに向かう平和的な大行進がおこり、イスラエル側からも反シオニストグループが連帯行動をおこした。イスラエルはこの行動への参加者をテロリストと呼び、フェンスに常駐するスナイパー(狙撃手)が、２１４人を射殺し、３万６１００人を負傷させた。


　ガザの人々をフェンスに閉じ込め、電力、水などのインフラをイスラエルがおさえ、エジプトとの検問所（ラファとエレズ）以外からの物資の搬出入を恣意的に制限する。加えて反抗・戦闘意欲を削ぐために２００８年以来４度にわたる爆撃を行い、４０００人近くを殺戮してきた。





ネタニヤフの「第二の独立戦争」の行きつく先





　ネタニヤフはさかんに「第二の独立戦争」を呼号している。第一の独立戦争とは１９４８～49年のいわゆる第一次中東戦争で、イスラエルはこの戦争で国連分割案に示されたユダヤ人国家領域を大きく上回る土地を得、国際社会に認めさせた。それはパレスチナ人にとってはナクバ(大災厄)だった。今回ネタニヤフはガザの住民の大半を南部に移動させ、次にシナイ半島(エジプト)に追放しようとしている。パレスチナ全域をユダヤ人国家にするという野望に向かっている。


　１９６７年第三次中東戦争終了時の国連決議でイスラエルに要求された占領地からの撤退と「パレスチナ・イスラエルの二国家共存」という世界中の願いを一方的に粉砕する好機ととらえている。


　イスラエル国内で、政府の行き過ぎた爆撃に異をとなえれば「反ユダヤ主義」のレッテルを貼られる。しかし２０１８年の、イスラエルはユダヤ人だけの国とする「ユダヤ人国家法」が国会で賛成62で成立したが、反対も55あり、シオニズムの暴走に抵抗する芽もある。２０２３年には、ネタニヤフの汚職を免罪する司法改革案が国会で可決されたが、反対する大きなデモや抗議活動が起こるなど、ネタニヤフも盤石ではない。人質解放のための交渉を求めて政権に抗議する声も広がっている。





アメリカのキリスト教シオニズムの根深さ





　アメリカはトランプ政権(２０１７～21年）以来、パレスチナ切り捨て姿勢を強化し、その流れはいまも止まらない。背景に頑強なキリスト教シオニズムがある。アメリカのキリスト教福音派は全米クリスチャンの４分の１を占める。彼らは、イスラエル国家の創設を、イエスの復活が間近であるという聖書の預言の実現とみる。彼らの票は数千万にのぼり、大統領選挙にとって大きな票田だ。





どうすればジェノサイドを止められるか





　国連は第二次世界大戦の「戦勝国連合」であり、安保理は１か国の拒否権行使でなにも決議できない。いまや平和へのイニシアティブをとれるのは南アなどグローバルサウス諸国だ。たとえばイスラエルに対するＢＤＳ(ボイコット、投資撤収、制裁)運動もありうる。これは南アのアパルトヘイトを突き崩すときに有効だった。イスラエルと親密な企業に対して抗議し圧力をかけるといった運動もありう　る。　　　（了）








　質疑応答では、ハマスはガザ民衆の支持を失っているのではないか、空爆のなかでもものすごい子沢山だというのが分からない、ハマスが壊滅させられても第２第３のハマスがでてくるのではないかなど、たくさんの質問と、平井さんからの率直な回答がありました。


　（佐藤 定夫･記）




















